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２ .作業管理  

②暑熱順化  

【概要】高温多湿作業場所において労働者を作業に従事させる場合には、暑熱順化（熱に慣れ

当該環境に適応すること）の有無が、熱中症の発症リスクに大きく影響することを踏まえ、計

画的に、暑熱順化期間を設けることが望ましいこと。特に、梅雨から夏季になる時期におい

て、気温等が急に上昇した高温多湿作業場所で作業を行う場合、新たに当該作業を行う場合、

又は、長期間、当該作業場所での作業から離れ、その後再び当該作業を行う場合等において

は、通常、労働者は暑熱順化していないことに留意が必要であること。（出典 厚生労働省

「職場における熱中症予防基本対策要綱の策定について」） 

■熱への順化  

⚫ 暑熱順化する方法や暑熱順化を失わないための方法などについて、独自の資料・ポスター

を作成している。これらの資料は元請事業所の協力会社の団体を介して他社にも普及させ

ている。（建設業）【写真 26.27】 

⚫ 暑くなる前に発汗を促すような運動を行うなど、暑さに体を慣らす工夫をするよう指導し

ている。（建設業） 

  

【写真 26.27】教育資料：熱中症未然防止キャンペーン 


